
様式３

学校番号

スクール・ポリシー
（三つの方針）

・基礎学力・基本的生活習慣を身に付けている人、または、身に付けたいと強く希望している人
・部活動や生徒会活動に３年間継続して取り組める人
・ボランティア活動に主体的に参画する意思を有している(特に行事の企画・運営等に興味を持っている）人

玄洋メソッドの周知・徹底・推進を図る。

各研修や授業アンケート等を通して生徒の実態や学力、学習の取り組み方を把握し、生徒の実態に応じた授業改善・推進を図る。

専門研修（キャリアアップ講座・短期研修講座）への積極的な受講を促すとともに、各研修を通して教員の資質向上を図る。

授業改善をさらに推進し、生徒が授業でＩＣＴを
日常的に活用する授業を浸透させていくことを
目指す。

基本研修や専門研修等の円滑な運用を図
る。

令和　　８　　年度　　学校評価書　　　（　計画段階　）

福岡県立 玄洋 高等学校

①公務員を目指す生徒への全教科的な指導を行
うための研修の実施。
②式典・集会等におけるマナーの向上が見られ
ることを機会と捉え、さらに挨拶・着装・礼法・振る
舞い等の向上を図る。
③地域ボランティア活動依頼を積極的に受け入
れ、SDG'ｓクラブだけでなく全校生徒に公募し、ス
クールミッション（地域社会の発展に参画し、貢献
できる人材を育成する）を達成していく。
④生成AI等を活用した授業研修の土台となる、
ICTの活用に関する職員研修（研修課主催、R7は
計18回）の継続。

「師弟同行」「開拓者精神」を基本理念として、教師と生徒がともに学び、謙虚さと感謝の念を持ち、新しいことに果敢に挑む気風に満ちた学校づくりに取り組む

学校運営計画（４月）
評価

（総合）

人々の支えに気付きその思いを汲み取り、地域社会に貢献するために様々
なことに挑戦する気概ある生徒の育成。

(10)ボランティア活動をはじめとして、地域貢献活動への参画を積極的に行い、自己有用感や自己肯定感及び社会貢献の志を育成する。
(11)教職員が一丸となり「チーム玄洋」として事に当たる姿を生徒に見せることで、支え合うことの大切さを生徒に示す。

知ることが価値観を広げ自己を高めることに繋がること理解し、学ぶ喜びを
知り、学力の向上を狙う生徒の育成 。

(1)玄洋メソッドに沿って、評価規準を示すだけでなく、評価基準を視覚的に示すことで学習の到達点を意識できる学習指導を実践する。
(2)授業アンケート等を活用するとともに、授業を受けることの大切さを再認識できるような授業改善に努め、気付きの大切さを感じることができる授業を
推進する。
(3)生徒目線での学校情報を生徒らに配信する機会を設けることで、ICT 機器の活用力と情報モラルの向上を図る。
(4)生徒の状況を全職員で共有し、組織的に生徒の成長を支援する体制を構築し、課題予防的生徒指導の実践を推進する。
(5)発達支持的考え方を念頭に置き、個に応じた適切な支援に努めるための支援計画に基づき、生徒との信頼関係の構築し、社会人としてあるべき姿
を提示する。

時間を守り、場に応じた挨拶・言葉遣い・服装・振る舞い等の礼節と規律を
意識できる社会人としての気品をもつ生徒の育成。

(6)心を落ち着かせ、物事を正しく判断するためにも、環境を整えることの大切さを意識できるような声掛けを普段から行い、生徒の意識改革に努める。
(7)式典等の場面を活かし、状況判断と実践力を身に付けさせ、場に応じた立ち振る舞いができる生徒の育成を目指す。
(8)将来像を描きやすいように類系別・学年別に整理した進路指導の計画及び組織的実践をかたちあるものにし、生徒一人一人の希望進路実現を図
る。
(9)本校独自の公務員講座のより一層の充実を図るために、教師自らが学ぶ姿勢を念頭に置き研修に努める環境づくりを行い、生徒の希望進路実現
の充実を図る。

学校運営方針

昨年度の成果と課題

カリキュラム・ポリシー
（教育課程の編成及び実施に関する方針）

グラデュエーション・ポリシー
（育成を目指す資質・能力に関する方針）

社会人基礎力を身に付け、地域の人々と共に未来を創り支える人材を育成する学校
　　　授業や学校行事、部活動等での成功体験を積み重ねることで、自己有用感や自己肯定感を高め、学びに向かう力を育み、地域社会の発展に参画し、貢献できる人材を育成します。

スクール・ミッション
（本校の存在意義や社会的役割

目指すべき学校像）

研修課

・「公務員なら玄洋」をキャッチフレーズに、公務員を目指す生徒の指導を充実させ、学校設定科目を開設して正課授業でも公務員試験の対策を行うことができるようにする。
・元寇防塁の保全活動や元岡豊年まつり、福岡マラソン等、地域と連携した地域貢献活動を推進し、多くの生徒が主体的に参画できるようにする。
・本校のキャリア教育で自分に合った進路を見つけ、選択した進路を実現するため、３つの系（「大学進学・公務員系」「専門学校進学系」「就職系」）を設け、進路に必要な科目を選択履修
できるようにする。

・自己有用感や自己肯定感を持ち、地域社会の貢献に必要な基礎学力やコミュニケーション能力、基本的生活習慣等を身に付けた人材の育成

アドミッション・ポリシー
（入学者の受け入れに関する方針）

年度重点目標 具体的目標

生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

・授業アンケート
・学校生活アンケート生徒の基本的生活習慣を確立させ、学習意

欲の喚起と基礎学力の向上を図る。

教務実務の共通理解を深め、ICT活用による
校務運営の効率化と改善を推進する。

評価項目
生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の項目等

具体的目標 具体的方策

教務課

〔授業アンケート〕
・玄洋メソッドの徹底状況
・ICTの活用状況
・授業成果の向上を分析し、研修受講等を促す

授業規律の徹底および、学習の到達目標を明確にした効果的な授業展開を推進する。

ICT端末やスタディサプリを活用し、個別最適な学びを推進することで基礎学力の定着を図る。

基本研修対象者への効果的な校内研修、日々のＯＪＴ実施を図る。

県からの確認、連絡、報告の調整と基本研修等の対象者への提出期日の周知徹底を図る。

予鈴放送の継続的な実施により、生徒のセルフマネジメント能力（時間管理能力）を育成する。

時間割変更の早期確定に努め、生徒・教職員双方の混乱を未然に防ぐ。

校務支援・デジタル採点システム等のマニュアルを整備・周知し、操作スキルの平準化を図る。

成績処理プロセスの更なる効率化を追求し、考査リフレクション日の適切な運用による指導の充実を図る。

研究授業期間やＩＣＴ研修を通してChromebookを使った授業を学校全体で実施し、ＩＣＴの積極的な活用を推進する。
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面接練習等を学年と協力して計画的に行う。また、企業訪問を職員が協力して行うことで、事業所との信頼関係を充実させる。

合同企業説明会や応募前職場見学を通して可能な限り早期に応募先を決定し、受験準備を始めさせる。

諸行事後に適宜アンケートを取り、次年度に向けて課題を改善する。

中学校及び学習塾への訪問を通し、教職員・塾講師の本校への信頼を獲得し、かつ、本校の教育活動の情報発信を効果的に実施する。

広報物、ホームページ、インスタグラムを生徒とともに盛り上げて、本校の教育活動の様子を積極的に発信する。

・学校行事参観者数の集約

遅刻・欠席の家庭との連絡を密にし、毎日の基本的生活習慣の確立を図る。

保護者等（PTA）、生徒会と協力し、朝の登校指導や生徒間、生徒教職員間のしっかり発声しての挨拶を励行する。

生徒情報交換会等の研修を通して、教員の特別支援に対する知識や理解を深める。

生徒の特性に合った指導の工夫が行えるよう各教員を支援する。

環境美化の一環として、清掃を充実させ効率の良い清掃活動を行う。

美化委員会と連携し、掃除用具の在庫管理を随時実施し調整する。

ボランティア清掃の充実及び、部活動との連携により環境美化に取り組む。

ＰＴＡ活動に積極的に取り組み、諸行事を円滑に行う。

ＰＴＡとの連絡を密に行い、教職員との連携・調整を図る。

部活動、生徒会、ボランティア活動への積極的な参加を促す。

特別支援課

生徒指導課

進学課

心身の健康・安全・安心につなげる意識の向上を図る。特別支援課やスクールカウンセラー等と連携を図る。

ハローワーク等外部機関との連携を密にし、就職に必要な基礎力を身に付けさせる。

希望制のＩＣＴ活用研修を頻回開催し、職員アンケートにおいて職員のＩＣＴへの習熟度平均９０点以上、生徒の生成ＡＩの授業内利用率９
０％以上を達成する。

学年と連携しながら個別の支援計画・指導計画を作成・周知することで、個々の生徒への合理的配慮につなげる。

   就職・
   公務員課

身体計測や各種健康診断・健康相談等を通して自身の健康状態を知り、健康の保持増進を図る。

諸行事ついて、教職員の業務分担や内容を明確にするために、分かりやすい要項の作成や会議等での周知・伝達、教職員の連絡・調整
を着実に行う。

ＰＴＡが学校行事等に参加する際は、作業等が円滑に進むようサポートする。

長期休業中等の時間を活用して、講座等を実施し、学力の向上及び学習習慣の定着を目指す。

外部模擬試験を実施（２、３年大学進学希望者は進研模試を受験）し、学力の向上と進路実現につなげる。

多様な入試制度に対応するため、志望理由書や小論文の作成の指導や面接指導を効果的に行う。

インターンシップを通して業界、企業への理解を深め、自分の適性を理解し職業選択の意識付けを行う。

ＳＣや訪問相談員、ＳＳＷと連携を密にして、生徒や保護者等に寄り添った支援を、機を逃さず行う。

いじめアンケートを基に教育相談委員会等で生徒の状況把握に努め、学校全体で生徒を見守る体制を作る。

保健課

庶務課
諸会議について、情報共有を確実に行うために、受付や資料準備などを適切に行う。

授業アンケートの結果を職員に還元し、研鑽の機会を設けることで、ICT端末の授業での稼働率８０％、授業外での活用機会提供率６０％
を達成する。

各種アカウント管理、機器管理を円滑に進め、導入機器の故障に対し迅速に対応するため、計画的に備品購入・整備をすすめる。

アンケートやリフレッシュタイム、個人面談を通して、生徒が校内に相談できる教員を複数もつことができるようにし、信頼関係の構築やい
じめを見逃さない仕組みづくりを行う。

周りからの見られ方を意識させながら、身だしなみの大切さを考えさせ、落ち着いて授業を受ける環境を整える。

指導に困難を伴う生徒には複数で当たり、その後の教師間による情報の共有を密に行う。

ＳＣや訪問相談員等と各教員を積極的につなぎ、円滑に情報共有できるようにする。

情報・広報課

保護者等との連携を深め、各人の適性や資質・能力に合致した進学の選択を行うように支援する。

２年次の３学期から個人面談を行い、生徒理解に取り組みながら適切な職業選択ができるように促す。

進路セミナー等のガイダンスの充実化を図る。
年度内に、学校推薦による就職希望生徒の内定率が１００％になるように支援する。

進学説明会やアカデミックインターンシップを通して、進路実現への動機づけをはかる。

国公立（１名）、西南大（５名）・福大（１０名）・九産大（２０名）・福工大（１５名）の合格を目標に指導する。

学校医や地域と連携し学校保健活動の充実を図る。

公務員特別講座や説明会を複数回実施し、公務員希望者が自信をもって公務員試験対策を行うことができるようにする。
また、ボランティア活動などの積極的な参画を促す。

公務員希望者を対象に外部専門機関と連携を図り、ガイダンスや放課後の講座などを計画的に行いながら公務員試験の準備をする。ま
た、警察や自衛隊等との連携を密にして面接指導の充実を図る。

公開授業、８月の進路相談事業、７月・１０月の体験入学等で、本校の魅力や教育活動を中学生および保護者にアピールする。

ICT端末を活用した個別最適な学び・協働的な学びが実現できるよう環境を整える。また、観点別評価を効果的に行う方法を検討し職員
へ還元する。

３年間を見通した公務員受験指導を外部専門
機関と連携して行う。

ＩＣＴの導入・実践を促進し、生徒の学習環境
の改善、観点別評価のさらなる充実を図る。

広報活動を充実することで、「地域に信頼され
る学校」を実現する。

・公開授業来校者数
・第1.2回体験入学参加者
・進路相談事業ブース来場者
・リモート進学相談会参加者
・インスタグラムフォロワー数

〔授業アンケート〕
・ICT端末の授業内稼働率
・授業外で活用機会提供率
・Padletの稼働率

生徒の基本的生活習慣の確立を行う。また、
リフレッシュタイムをとおして教員と生徒の信
頼関係を深める。

授業規律の確立と部活動の活性化を図り、自
尊感情、自己有用感を醸成できる環境を整え
る。

様々な困難を抱える生徒への支援を充実させ
る。

教職員の特別支援に関する知識・理解を深
め、効果的な指導を行える環境を整える。

健康で安心して、安全に学校生活を送れる環
境づくりをする。

・進路希望調査
・就職ガイダンスアンケート
・就職内定率
・公務員合格者数

・進路希望調査
・進学者用調査アンケート
・進学内定率
・進学合格者数

･いじめ保護者アンケート
･PTA合同登校指導結果
･部活動加入率
・ボランティア活動参加者数

・いじめアンケート実施回数
・いじめアンケート回答率

・健康調査

校内外の環境美化を推進する。

学校行事や刊行物等の計画・調整・立案に携
わり、円滑な実施・遂行に寄与する。

ＰＴＡとの連携を深め、諸行事における協力体
制の構築に寄与する。

学力の定着とともに自身の適性や能力を知
り、目標に向け取り組めるよう支援する。

保護者等・教員間の連携を図り、学力・自己表
現力を身につけさせる指導を行い、進路実現
をはかる。

自己の能力や適性に合致した確かな職業選
択を行う力を育成する。

就職に関する情報収集能力の育成を図りな
がら、自らの課題解決に具体的に取り組ませ
る。



・授業アンケート
・学校生活アンケート
・ボランティア参加者数

・授業アンケート
・学校生活アンケート

生徒の手本となる行動をとり、規範意識の向上を図る。

高校生活の充実を図るために部活動加入率を向上させクラス以外のコミュニティを形成させる。

学校外での活動に積極的に参加させ、アカデミックインターンシップや地域貢献活動を通して、生徒の自己肯定感を高める。

第３学年

行事において、生徒がそれぞれの個性を生かしながら、集団の中で主体的に活動できるよう働きかける。

ボランティア活動への参加を促し、社会貢献活動を通して自己有用感を高めさせる。

進路指導部と連携し、各系統に応じた情報提供を生徒・保護者に行う。

第１学年

毎回の授業や学年集会、各行事を通して時間を守ることの大切さを理解させ、遅刻・欠席を安易にさせず、行動は早めに計画的に行うと
いう意識づけをし、習慣化する指導を保護者と連携をとりながら行う。

学び直しの学習を活用し、中学校段階までの学習内容の定着を図る。また、ＩＣＴの効果的な活用を通して、生徒が主体的に学習に取り組
む態度を向上させる。

ＩＣＴの効果的な活用や観点別評価を通して、生徒の主体的に学習に取り組む態度を向上させ、学力の向上を図る。

進路指導部と連携し、総探の時間を活用しながら各系統ごとの情報提供と分析を的確に行い、保護者と連携をとりながら生徒の進路目標
を確定させる。

第２学年

沖縄への修学旅行を通して戦争の悲惨さ・異文化への寛容さを学ばせ、学力だけでなく人間性の成長を促す。

昨年度に引き続き学年リーダーに学年行事の企画や運営を任せるだけでなく、より多くの生徒に玄洋祭や体育大会で運営に積極的に関
わらせる。

ボランティアなどの学校外での活動に積極的に参加させ、社会に貢献する体験をさせることで生徒の自己肯定感を高める。

・授業アンケート
・学校生活アンケート

学ぶ意欲の向上を図り、未来を見据え、自己
に適した進路を選択する能力を育成する。

最高学年として、学校全体を牽引させるために、リーダーシップ、フォロワーシップについて常に考えさせ、人間力向上を図る。

学校生活全般において、目標設定や振り返りを行わせ、主体性を磨き、自己肯定感を高めさせる。

個別指導や個人面談をきめ細やかに行い、望む進路を実現できるよう共に考える。

考査前に家庭学習の目標を設定させ、振り返りを毎日行うことにより、計画的に学習に取り組む習慣を身に付けさせる。

教務部、進路指導部と連携し、進路目標を達成させるために長期休業中・放課後の講座、成績不振者への長期休業中の補講など必要な
方策を実施する。

時間やルールを守ることの大切さを理解させ、欠席・遅刻を安易にせず、常に早めに行動する習慣を意識づける指導を行う。

基本的生活習慣の確立を図る。高校生活の
充実を図るとともに、玄洋高校生としての帰属
意識を醸成する。

主体的に学習に取り組む態度を育成し、それ
ぞれの進路目標を達成するための学力を身
に付けさせる。

中堅学年として３年生を支え学校の活性化に
資する集団を育成し、成功体験を得させること
で自己肯定感を強くもつ生徒を育成する。

個の力と集団の力を十分に発揮し、学校全体
を牽引する集団の育成を目指す。

目指す進路に向けて、必要な資質を自ら真摯
に磨き、進路実現に向かう生徒の育成を目指
す。


